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大蔵 爾太郎 ( おおく ら ･ や た ろう)

能楽師 ･ 狂言方大蔵流｡

1 9 7 4 年 ､ 東京都 出身｡ 1 9 7 9 年 ､ 狂言 ｢ 以 呂波｣ にて初舞台｡

2 5 世宗家大蔵爾右衛門の長 男 ｡ 祖父 の 2 4 世 ､ 及 び父 に師事 ｡

( 公社) 能楽協会理事｡

吉田 信海 ( よ しだ ･ しん か い)

能楽師 ･ 狂言方大蔵流｡ 1 9 7 6 年 ､ 青森県出身｡

1 9 9 8 年 ､ 狂言 ｢菌｣ に て初舞台｡ 大蔵爾太郎に師事｡

お ば が さけ

伯 母 ケ酒

酒屋を営む伯母を甥が訪問する｡ 伯母はまだ
一 度も酒をふるまっ てくれたことがない の で , 今日こそはなん

とか飲ん でやろうと策を弄するが, けちな伯母はその 手 にのらない ｡ 甥は名案を思い つ き, 付近 におそろしい

鬼が出るといううわさがあるから注意するようにとい いおき, 帰るふりをして途中で鬼の 面をかぶり, ふたたび

伯母のところ へ 行く｡ 鬼が現れたと思 いこみ動転する伯母を脅して , 存分に酒を飲むが , 酔いがまわり, その

場で寝込んで しまい , 正体を見破られて追い 込まれる｡

出典 株式会社平凡社/ 世界大百科事典 第2 版より

良寛院丁庭園･

緑水魔は､ 平成 1 6 年完了の 改修工事により茶室の使い勝手が大 い によくなり広く市民 の

方々 に利用されてきましたが､ この 度 ､ その 後の東日本大震災の影響による不具合い箇所等の改修 工事が

完了しました｡

よみが え っ た緑水魔を祝し､ 大蔵流狂言宗家大蔵爾右衛門家大蔵新太郎氏 による狂言公演の 開催いた

します｡

宗家大蔵弼太郎氏からも｢ ぜ ひ仙台市民 の皆様の お祝い に演じたい｣ との 言葉をいただ いて います｡

うれ しい 春の 一

日 ､ よみがえっ た明治の建造物｢ 緑水魔｣ で狂言の 世界をお楽しみください ｡
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良覚院丁庭園｢ 緑水魔｣
仙台市青葉区片平 1 丁 目 2
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仙台市営バ ス ･ 宮城交通

高等裁判所前下車 徒歩約 3 分

晩翠草堂前下車 徒歩5 分

仙台市地下鉄東西線

大町西公園駅下車 徒歩 7 分

･ 駐車場なし
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